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令和元年度第２回食の安全・安心推進横浜会議リスクコミュニケーション検討部会 

日  時 令和２年２月25日（火） 午後３時～午後５時 

開催場所 関内中央ビル ３階会議室 

出 席 者 清水委員、海野委員、山岸委員、古野委員、西村委員、横田委員 

欠 席 者 なし 

開 催形態 公開（傍聴者なし） 

議  題 
１ 部会長選出 

２ 令和２年度 リスクコミュニケーション事業について 

決定事項 
１ 部会長に清水委員が選出された。 

２ リスクコミュニケーション事業についてシンポジウム形式で実施することとした。 

 

【開会】 

〇事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様おそろいでございますので、定刻より若干早いですけれども、ただいまより令和元年

度第２回食の安全・安心推進横浜会議リスクコミュニケーション検討部会を開会したいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 この部会では、食の安全・安心に関するリスクコミュニケーションの推進に関すること、

それから、食の安全・安心の確保に関する広報・啓発に関すること、３つ目としましては、

食の安全・安心の確保に関する情報の収集・提供の推進に関することを検討していただく場

でございます。 

 また、本日お集まりの皆様には、委嘱させていただいた任期が昨年12月からですが、この

部会の委員として最初にお集まりいただく場でございますので、議事の初めに部会長の選出

を行います。それまで、私が進行を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 本日の委員の出欠でございますが、欠席者はおりません。食の安全・安心推進横浜会議リ

スクコミュニケーション検討部会設置要綱第４条に基づき、委員の過半数の出席がございま

すので、会議が成立していることをご報告いたします。 

 また、会議は原則公開となっております。本日の議題については、非公開に該当するもの

がありませんので公開とさせていただき、市民の皆様にはお知らせしましたが、本日の会議

の傍聴希望者はおりませんでした。 

 なお、食の安全・安心推進横浜会議と同様に、会議における発言内容と委員の方のお名前

が公開の対象となりますので、ご了承いただきたいと思います。 
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【議事１】 

 

○事務局 

 

 

 

○海野委員 

○事務局 

○清水委員  

○事務局 

 

 

○事務局 

○清水部会長 

 

 

 

○事務局 

 

 

【議事２】 

 

○清水部会長 

 

○事務局 

 

 

 

○清水部会長 

 

 

 

○事務局 

 

 

○清水部会長 

 

部会長選出 

 

それでは、議事に入ります。初めに、当部会の部会長を選出させていただきたいと存じま

す。食の安全・安心推進横浜会議リスクコミュニケーション検討部会設置要綱第３条によ

り、部会長は委員の互選で選任することとしております。皆様からご推薦等ございますでし

ょうか。 

清水委員にお願いできればと思います。 

清水委員、よろしいでしょうか。 

はい。私でよければ引き受けさせていただきます。 

ありがとうございます。それでは、部会長に清水委員が指名されましたので、部会長のお

席にお移りいただいてよろしくお願いしたいと思います。 

（部会長席移動） 

清水部会長、一言ご挨拶を簡単で結構ですのでお願いいたします。 

皆様、改めましてこんにちは。とんでもない、すごいウイルスが蔓延して、こんな中で会

議が開かれるかはちょっと心配したのですが、無事に開催できるということで、ことしのリ

スクコミュニケーションについてこれから討議していきたいと思います。部会長を務めさせ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。それでは、ここからは清水部会長に進行をお願いしたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

令和２年度 リスクコミュニケーション事業について 

 

それでは、議事を進行させていただきます。それでは議事の２番目ですね。令和２年度の

リスクコミュニケーション事業について、事務局からご説明があればお願いいたします。 

（事務局説明） 

 事務局から大きいテーマとしては３つ、細かいものも入れると４つのテーマ候補を出させ

ていただきました。こちらをもとに、委員の皆様で意見を出していただければと思います。

以上です。 

ありがとうございました。今の説明に何かご質問ありますか。よろしいでしょうか。 

 では、最初に時間帯のことを決めたいと思います。去年は午後開催でしたよね。アンケー

トで午前がいい、午後がいい、もちろん両方いらっしゃると思うのですが、どちらのほうが

いいかというようなことは聞いていただいているのでしょうか。 

シンポジウムの開催時期はいかがでしたかという質問の中で、午前中のほうが出やすいと

いう方や、11月の午後ですと終わり時間が夕方になって、外に出ると暗くて嫌だったという

意見がありました。 

今まで午前中が多かったですからね。11月の４時過ぎの時間帯となるとかなり暗くなって

いるというのもあって、ほとんど午前中にしていたような気がします。午前中だと、最初か
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○古野委員 

○清水部会長 

○事務局 

○古野委員 

 

 

 

 

○清水部会長 

○山岸委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○清水部会長 

 

○山岸委員 

 

○古野委員 

○事務局 

 

 

 

○古野委員 

ら延びることを考えているわけではありませんが、12時半で一応終わるとしても、なかなか   

すっきりとこの時間にすぱっと終われないので、会場の皆様にお聞きしながら５分、10分、

ちょっと延長させていただいても１時までには終わるという形で、そのほうが、午前中のほ

うが時間はとりやすいかなという感じはします。午後のほうが出やすいという方ももちろん

いらっしゃるのですが、その辺は皆様いかがでしょうか。何かご意見はありますか。特に古

野さんと横田さんは今回初めて参加されるのですが。 

午前10時から開催というので準備は全然問題ないわけですね。 

土曜日にやるものですから、市の職員さんには何か…… 

前日の夕方から会場設営などはするので、朝からでも大丈夫です。 

そうですか。ただ、こういう催しは２時間でできるようにした方がいいと思います。私も

今まで出ているのですが、内容が多岐にわたっていて、確かにいろいろなものを聞きたいの

だけど、結局ぐちゃぐちゃになって帰るみたいなところがあって、わからない者にとっては

混乱して帰るだけになってしまうところもありますので、もう少しすっきりと充実した内容

がいいかなと思います。 

わかりました。いかがですか。今のご意見を受けて。 

参加される方は女性が８割以上ですよね。年代層で考えると６割近くが70～80代というこ

とですから、時間的に午前中だろうと午後だろうと余り影響されない人がほとんど参加され

ているというふうに読めるんですね。参加しやすかったという回答が80％近く出ているとい

うことで、これだったら午後のほうが、多少遅くなると暗くなるという要素はあるかもしれ

ませんが、やはり皆さんが参加しやすいのではないでしょうか。 

 あともう一つ、専門性のところが出てくると、聞いていてもなかなか理解しにくいという

ところがありますよね。だから、余り難しく絞っていくと、理解が逆に難しくなるのかな

と。押さえるところはちゃんと押さえてみんなに伝えるという。例えばノロウイルスならノ

ロウイルスのこういう危険性に注意してくださいということを正確に伝えれば、そんなに余

分な行為を皆さんしなくて済むのかなと思います。情報の伝え方というのをもう少し、興味

を持ってもらうということと、正確な情報を伝えるという、その辺を注意していただければ

いいのかなと思っています。 

まず最初に時間帯を決めたいと思うのですが、そうすると、山岸さんとしては午後のほう

がいいのではないかということですか。 

参加された方が80％近く参加しやすいと出ていますので、午後のほうがいいのではないか

と思います。 

午後は１時半からって決まっているのですか。 

午前開催の場合は、10時から12時半が実際のシンポジウムの時間です。元年度よりも以前

は全部午前中にやっておりまして、10時から12時半。昨年は、今までずっと午前中だったの

で、午後にしてみて入りがよくなるかどうかということで、午後にやってみた。事前の予約

状況は満席の250名だったのですが、なぜか当日キャンセルが多かったという結果でした。 

13時スタートはできるのですか。 
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○西村委員 

 

○事務局 

○西村委員 

○古野委員 

 

 

 

○清水部会長 

○事務局 

 

 

○西村委員 

 

○清水部会長 

○海野委員 

 

 

 

 

○清水部会長 

 

 

 

○西村委員 

 

 

○清水部会長 

 

○西村委員 

○清水部会長 

 

 

○事務局 

 

○事務局 

 

13時半から16時と書いてあるのですが、例えば13時から15時半というのはどうなのかな

と。 

それもできます。会場を押さえていますので。 

そうですよね。３時半に終わるとなると、行こうかなという方も増えるかもしれない。 

もし午後だとしたら30分前倒しするほうがいいかなと思います。 

こういう会議というかシンポジウムというのは、基本的に午後にやったほうがいいのかな

と思います。午後、お昼食べて眠くなる方もいるのですけれども、ちょっと満腹感の中で穏

やかな気持ちで聞いていただいてもいいのかなと私は思います。 

そういうご意見が多いですが、いかがですか。 

先ほどご意見があったように、12時半受付開始で13時スタート15時半も十分可能ですし、

さらに30分早くもやってやれないことはありません。会場はとれていますので、時間をずら

すのは、事前にアナウンスしておけば大丈夫でございます。 

何となく心理的な問題なのですが、午後というと13時から始まるという感じだから、受付

がちょっと30分前倒しになる。 

12時半から受付が始まり、13時から15時半までという時間でいかがですか。 

１つの意見としてなのですが、プライベートの予定もと考えると、このような勉強会は午

前中にぱっと終わらせて午後はあけておきたいなとかも思ったりもします。先ほど山岸さん

がアンケートでは80％の方が出やすいと言っているとおっしゃったのですが、これそのもの

が午後にお出になられた方に対するアンケートですので、どうしても午後に偏るのかなとい

う感じがしました。 

そうですね、今までほとんど土曜日の午前中に終わって、11月の第二とかの土曜日に午後

からお出かけするというのもあるのかなというような話をして、午前中が多かったのですよ

ね。午後になったら午後に都合のいい方が多くいらっしゃると思いますので、その辺はどう

でしょうか。皆さんのご意見で決めたいと思います。 

ずっと午前中に開催していたものが前回午後になったわけですが、例えば午後に開催して

ほしいという意見が多かったので午後に開催することにしたとか、そういう経緯はあるので

しょうか。 

アンケートをとるとほとんど、午前中なら午前中で午前中のほうが出やすかったというふ

うに、先ほどおっしゃったようなバイアスがかかってしまって。 

結局その時間に来られる方がいらっしゃってアンケートがあるわけですものね。 

それでずっと午前中でやっていたから去年は参加してくださる方の年齢とか人数がふえた

り、若い人が来てくれるということを思って、午後にやってみようということになったのか

なと思います。 

そうですね、たしか若い方に来てもらうためにという話があったように思います。子育て

の方とか、午前中に家事を一通り終わらせてから出るという。 

午前中にやったときのアンケート結果を今、探したところ、参加しやすかったという回答

が74.5％で、午後のほうは78.8％ですので、若干割合は上がっています。自由意見の中で、
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○清水部会長 

 

○古野委員 

○清水部会長 

 

 

○山岸委員 

 

 

○清水部会長 

 

 

 

 

 

 

○事務局 

 

○清水部会長 

○事務局 

○清水部会長 

 

 

○西村委員 

○事務局 

 

○西村委員 

○古野委員 

○清水部会長 

○西村委員 

○清水部会長 

 

 

○海野委員 

 

 

何名かはわかりませんが、できれば午後という記載があった方がいらっしゃったようです。 

ありがとうございます。どちらに決めてもあっちがよかったと思う方はいらっしゃると思

いますが。 

年に１回のことですからね。どちらにしてもそれぞれかと思います。 

なので、ここで決めるということにしたいと思いますが、どうでしょうか。今回は午後１

時からというのでやってみますか。ちょっと30分早めて13時から15時半ということでやって

みますか。いかがでしょうか。 

前回午後にしたのですから、続けてまた午後にしたほうが、午後のほうがいいか午前中が

いいかと検討しやすくなるのではないかと思います。１回だけで差を見るというのはなかな

か難しいでしょうから。 

では、午後ということでよろしいですか。時間を早めて12時半開場の13時開始ということ

でよろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 それで、会場はどちらがいいですか。駅から近い、どっちも近いと思いますが、開港記念

会館に近いのは地下鉄の関内駅ですね。あとはみなとみらい線の日本大通りが近いかなと思

います。社福のほうはJR桜木町の駅から信号を渡って、あるいは地下から行ってすぐのとこ

ろですね。 

どちらがいいですか。250人と400人ということですが。 

開港記念会館は２階席を開けて400人なので、１階席だけだともう少し、250よりは少なく

なります。 

開港記念会館はちょっと柱があって見にくいのではないですか。 

そうなんです。柱がところどころにあります。 

そうですね。どうでしょうか。どちらが便利と思われますか。 

去年も社会福祉センターでしたので、社会福祉センターでの開催でよろしいですか。で

は、そうさせていただきます。 

開港記念会館の選択肢がふえた理由は何かありますか。 

会場の定員が多いということで、テーマによっては、申込者が増えることを想定し、広め

の会場をと考えました。 

それは望むところなのですけどね。 

そうしたらテーマを先に決めますか。 

テーマを先に決めてからにしますか。 

これだと400人ぐらい入るとか。 

どちらも押さえていただいているので、テーマによっては開港記念会館のほうでという可

能性もあるということで、テーマのほうを先に決めますか。テーマは何か。ことしはぜひこ

れをやりたいというのはおありになりますか。 

事務局から挙げていただいた中では、私は食品表示に興味があります。私もこの会議に出

させていただくようになってから、裏側の表示を見て買わない日はないというぐらい生活が

変わりまして、最近では裏側を見ると、この食べ物は大体こんな味がするのかなというとこ
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○清水部会長 

 

 

○横田委員 

 

 

 

○西村委員 

 

 

 

 

 

○清水部会長 

 

 

 

 

 

 

 

○山岸委員 

 

 

 

 

 

 

○西村委員 

ろまでわかるようになりました。 

 やはり時代の変遷を感じていまして、昔は添加物がすごく多かったのだけど、最近は本当

に、コンビニなどでも、食品の後ろを見たら何が入っているかわかるようなもの、つまり、

化学系のものが少なくなってきたような印象を受けています。そういった意味では、加工食

品なども一般消費者が選んでいって、だんだん化学薬品的なものが排除されていく方向にな

ってきているような気もするので、そういう見方をもう少し勉強できて消費者が賢くなる

と、体にいいものが必然的に残っていくのかなということを考えたりしますので、私は食品

表示について聞いてみたいと思います。 

ほかの方はいかがですか。去年は森田さんのほうから表示の話がありまして、全体の感想

としては、森田さんのお話をもう少し詳しく長くお聞きしたかったなんていうご意見もある

みたいです。表示の問題でいかがですか。 

今、食品表示法については、手前どもの直売所でもそうなのですが、今度、栄養成分表示

が義務化というか厳格化されるので、その辺についての勉強というのは非常によろしいと思

います。横文字で書かれてもいまいちぴんと来ないところがあるのですが、そういった部分

も含めて皆さんに勉強していただければ非常に役に立つのかなと思います。 

見せ方でおもしろくなるのではないかと思います。表示というところから波及して食品の

添加物だったりというような形の見せ方ができれば、おもしろい題材になるのかなと思いま

す。おっしゃるように食品表示は、こんなところにこんなものが書いてあるというような見

方から始まり、そこからつくり方だったり、栄養成分に対する考え方だったり、そこら辺の

ところにうまくわかりやすく話を持っていければ、すごくおもしろいテーマかなと思いま

す。 

原材料名などもたくさん入っている順に書かれていることすらご存じない方も結構いらっ

しゃいます。この間もラジオで子ども相談みたいなのを聞いていたら、表示ってどういうふ

うになっているんですかみたいな質問があって、たくさん入っているものから表示されて、

例えば一番最初にお砂糖が入っていたら、お砂糖が一番たくさん入っているんだよみたいな

会話があったので、表示というのはわかっているつもりでわかっていないというのもあるの

で、おもしろく見せていただいて、そこからいろいろなものが波及すると思います。 

いかがでしょうか。ほかのご意見ある方いらっしゃいますか。特にぜひことしこれをやり

たいというのがおありにならなければ、表示ということで進めてよろしいでしょうか。 

確かにやり方によってはおもしろくなると思います。ハウツー的な、参加した人がすぐ実

用化できるような情報というのですか、例えばきょう配られたこのお茶でも、品名の最後に

ビタミンＣって書いてありますよね。普通の人はビタミンＣというと健康にいいと思います

けれども、これは目的が違いますよね。でも、表示というのはさもよさそうに表示されてい

るということもあるよという情報は伝えたいなと思います。だから、ただ単にいいことだけ

ではない、こういう目的で添加物というのは使われているんだよということを伝えていかな

いと。 

この前、シンポジウムにいらっしゃっていた方が、添加物というと体に悪いというイメー
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○山岸委員 

 

 

○西村委員 

 

○古野委員 

 

 

○清水部会長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事務局 

 

 

 

 

ジをずっと持っていたのだけれども、そういう添加物だけではないことを教えてもらったの

がよかったというお話をされたりしていたので、何かしらそういうプラスになるような情報

が発信できればと思います。 

 うちの会社で表示とか法律、社員教育をするときに、シイタケは産地表示のほかに原木と

か菌床とかあるのですが、なぜ原木と菌床を表示しないといけないのか 原木と菌床は何が

違うのかとか、それをちゃんとお客様に説明できるように教育をしていくわけなのですが、

そういう、知っているつもりでも知らないことを取り上げて、理解してもらえるテーマがあ

ればいいなと思います。 

生産している現場と、加工しているところと、実際に買う販売店で、表示されている中身

が、表示の仕方が違いますからね。その辺がわからないと、最終的な表示だけでというのだ

と誤解を招きます。 

同じ商品でも売り方によって表示しなくていいものと、パックや袋に入れたらすぐ表示が

必要になるとか、同じ商品でも流れによって必要になってくるとか、そういうのもあります

し。 

お店に並ぶ前の段階がどうなっているかというのを私たちは知るすべがないので、お店に

売られてくるまでの流れを知りたいですね。 

原材料があって、その原材料を仕入れた加工会社があって、そこでどういうことが表示さ

れて、それを売る場合にどういうふうに表示されていくか、そういう流れを、幾つかパター

ンで説明するとか。 

生の魚とかお肉とか、お弁当みたいなものの表示で、段階的にどうなっていくのか、幾つ

かピックアップして説明していただくとわかりやすいかもしれません。ということで、どな

たかそういうことをお話ししていただけるような。 

ことしも多分、まず講演していただいて、それから何人か登壇していただいてシンポジウ

ム形式というふうになるのかなと思っていますが、それでよろしいのですよね。 

そうすると、まず前段で表示について講演していただいて、その後、流通業者さんとか加

工される方たち、市の職員の方にも登壇していただいて、それぞれのところの問題点とかそ

ういうのが明らかになると。あしたから買い物するときに、きのうの話が役立ったわという

ふうになれば理想的ですね。 

では、大くくりで表示ということですが、どう見せたらいいかというのと、それから題名

ですよね。まずお客さんをキャッチするためにはどのようなネーミングにしたらいいのか。

シンポジウムの副題みたいなもの、その辺はいかがですか。事務局のほうで何かあります

か。 

タイトルですか。誰に登壇していただき、どのような構成で意見交換するかという形によ

るかと思います。前回の令和元年のシンポジウムは、会場やお客さんからの質問にたくさん

答えますという形式をとってしまったがために一問一答みたいになってしまって、参加者の

方の感想にあったのですが、質問に一つ一つ答えるというよりは、そこから一つのテーマを

導き出してそのテーマについて意見交換をするほうがよりよい情報が聞けたのかなという意
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見もあり、事務局側としても参考にしたいと思いました。こういうことを気にしている人が

たくさんいます、このことについてはどうでしょうかという形で振るようなやりとりもよい

と思います。 

 ですので、今回の表示のテーマで意見交換するときに、先ほど流通の過程でそれぞれの表

示の決まり事、単なる野菜でも売るときの表示もきちんと品名がなければいけないとか、先

ほどのシイタケの話も、まず単品としての表示があって、それが加工品になると次はこうい

う表示になるということなので、生産者の方、加工業の方、あと消費者と行政、表示担当の

部署がありますので、表示担当から最近の監視時の表示点検で見つかる事例ですとか、よく

あるご質問とか、そういったことはお話しできるかと思います。どういう方に来てもらっ

て、あと、切り口をどういうふうにしていくかによっても盛り上がり方はきっと違うだろう

と思うので、そのあたりも皆さんのご意見をぜひお聞かせいただきたいと思います。 

いかがですか。最初に口火を切ってください。 

例えば清涼飲料水がカロリーオフというのを目にした時、まずそこでキャッチーだから買

おうかなと思って後ろの表示を見るとアスパルテームとかアセスルファムKなどの甘味料

が、２～３種類、４種類と書かれている時には、買うのをやめます。ですが、表示の見方が

わからなかったら、私はそれを買って飲んでいると思うのです。 

以前、ある雑誌の記事で何種類も人工甘味料を入れるのは、普通のお砂糖には甘みの曲線

があるそうなのですが、その曲線が単一の人工甘味料では出せないからだそうです。飲んだ

ときにおいしいと人間が感じるのは、やはり砂糖に近い甘みの出し方なのだけれども、３種

類、４種類入れることによって砂糖の曲線と同じになるから何種類も入れているという記事

を読んだときに、なるほどと思ったのです。では、その３～４種類を１つの食べ物に入れた

ときの人体への影響はどうなのかというと、厚労省では、一つ一つの安全性はちゃんと確保

しているけれども、３つ４つ入れたときのことまでは担保していないというふうにその記事

には書いてあったので、そういうこともあるんだなと思って、それ以来、私は表示を見て買

うようにはしています。そんなようなこともちょっとおもしろいのかなと思ったりしまし

た。先程のシイタケの話もちょっと聞いてみたいと思いましたし、東京電力の事故があった

時に、原木栽培はいつまでも放射線量が高かったので私も菌床の方を買うようにしたとか、

そういう選択ができる余地のある大事な情報なんだなと思いました。 

先ほど事務局からのご説明のところで、食品表示から派生して、要するに遺伝子組み換え

であるとかないとか、そういうことがどういうことなのかとか、そういうこともちょっと網

羅できるのかなと思うので、そのシイタケの話とか、幾つかピックアップして、原材料と加

工したときと商品として出回るときの表示みたいなこと、そんなに数多くでなくていいと思

うのですが、そんなふうな切り口。題が難しいですよね。 

題もそうですし、食品表示ということを考えたときに、表示をこういうふうに見ました、

見方はこうでした、こういうことを踏まえてこういう商品がつくられていますというお話を

したときに、聞きに来られた方が、例えば食中毒だと、聞いて自分でもこういうところに注

意しないといけないというのがあると思うのですが、そういうパワーに比べると、食品表示
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を広げて、来られている方に最終的に何を訴えたいかというのが、今、お話を聞いていてど

うしても見えてこなくて、最終的な着地をどんなふうに持って帰っていただくか。例えば今

の話を聞いていても、表示を詳細に説明して、安全・安心の不安をあおって、そういう表示

が含まれていたら買わなくなってしまうとか、そういうことでは多分ないと思うのです。見

て選択する自由はもちろんあるので、こういう表示がこういう形でとか、さっきお話しして

いただいたように、遺伝子組み換え商品であるとかないとかいうのはこういうふうに表示さ

れていますという話はできると思うのですが、それの話をしたときに、聞いている方は何を

お土産に持って帰られるのだろうというのが見えてこないのです。この表示がこんな感じで

というのは確かにおもしろいと思いますし、知って得をする。あ、この商品にはこういうも

のが含まれているんだとか、例えば重量だったり、一番含まれているのはこれなんだとか、

いろいろなことがあるとして、説明して波及させたときに、なかなか難しいなと思いながら

聞いていました。 

私はお酒を飲むので、日本酒だったら日本酒の表示を非常に気にします。その違いは何か

というと、実際、理解しないとおいしいお酒が選択できないというのがあります。純米酒だ

とか、本醸造だとか聞いても、何が違うのかわかっていなければ、ただ飲んでおいしいから

これでいいやということになりますが、体にとってはどっちがいいのかということを考えて

いくと、やはり本醸造じゃないやつのほうがいいかなというふうになっていくわけですよ

ね。だからその辺は、お酒だったらお酒はこういうところの表示の仕方で違いが出ていま

す、お米だったらお米の何％、割合とかそういうのが出ているのはこういうふうに違います

とか、具体的なものを取り上げて、こういう表示になっていますからこの辺を注意してくだ

さいとか、その辺が一番ハウツー的には、油だったらどうなのということになりますし。実

際、主婦や女性の方が多いでしょうから、そういったところのものから入ったほうが理解し

やすいのかなと思います。 

最初から何をというのが提示されて人が来るというほうがいいかもしれません。 

だから、ペットボトル一つ選ぶのでもこういうところに注意してくださいとか。次に買う

ときに聞いた話を役立てられることになると思うのです。 

血糖値の高い人はここを見るとか。 

そうそう。血糖値の高い人はここを注意してくださいと。ある程度、医療的なことまでと

いうことではないでしょうけど、気をつけてくださいという情報は出しやすいと思います。 

さっき言ったみたいに３種類ぐらいのものを取り上げて、例えばペットボトルとお弁当、

何とかというふうに３つぐらい取り上げて、それの表示の中で違いがわかる、そういうもの

を提示していただいて、そこから議論になるといいかなという気もします。 

表示は、品質事項と保健事項と衛生事項と、カテゴリーが大きく３つあります。ある食品

の表示からわかる情報というのを登壇する先生に説明してもらい、その後、意見交換会で、

先ほどお酒の話が出ましたけれども、あれは恐らく品質事項になるので、そういうことに関

心がある人はこういう視点でこういうところを見るととても役立つということを言ってもら

う。今みたいな話が壇上で意見として来ればすごくいいし、さっきの甘味料の話は衛生事項
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だということがわかったり、カロリーを気にする方は保健事項で、ここでカロリー表示がわ

かるんですねというようなやりとりをすると、聞いている方はなるほどねという感じになる

のかなと、今の流れを聞いて思いました。 

 ちょっと思ったのは、法にのっとってやってしまうとかたい講義になってしまうと思いま

すから、あくまでも消費者目線の中で話をするという視点でいかないと、聞いている人も余

りおもしろくないのかなというのがあるので、そこをうまく講師の方がやっていただければ

いいのかなと思います。 

どういうところに視点を当てるとおもしろく聞けるというのはありますか。 

消費者目線というか、体にいいとか悪いという話をしていいのかどうか私も判断がつかな

いのですが、やはり消費者の関心があるのはまさにそういうところで、その辺をお話しして

よければ当然皆さんに喜んでいただけるのでしょうけど、その辺の境界が難しいかなという

のはありますね。あくまでも法律にのっとって表示をしているわけですから、問題ないとい

えば問題ないのでしょうけど、そこをもう一歩突っ込んで話をしていただけるかどうかとい

うところですね。その辺は横浜市さんのほうでも大丈夫なのかどうか。聞いているほうは絶

対そっちのほうがおもしろいと思います。 

その辺、うまくお話しいただけるとしたら消費者団体さんとか、であれば割とそういう線

で切り口が、前回は森田さんですが、別の方にお願いしても、消費者団体とか、消費者問題

をやっている方のほうがそういう目線でお話をいただきやすいのかなと。やはり行政です

と、先ほどちょっと話が出ました品質事項とか衛生事項とかというのは、もともと食品表示

法が３つの法律を一緒にした経緯があるので、実は縦割りな部分が少なからずあります。な

ので、そこの話をすると余りおもしろくないので、先ほどちょっとおっしゃっていたよう

な、食品をぽんと出してそれを切り口に、こういう視点から、こういう視点から、みたいな

ほうに行ったほうがいいと思うので、やはり消費者目線というところがポイントになってく

るかと思います。 

何年か前にお話しいただいた向井さんでしたっけ、お弁当の安全・安心を考えようのとき

に、保健福祉大学の中村先生のところの方に来ていただいて、とてもわかりやすいお話をし

ていただいたのです。向井さんってまだここの大学にいらっしゃるのですか。 

確認してみます。 

あのときはお弁当のいろいろな安全性ということを考えようというのですごくわかりやす

くお話をしていただいたので、表示の話を向井先生がどれぐらいしていただけるかわかりま

せんが、ここのところずっと男性が多かったので、女性の方にお話ししていただいてもいい

かなと。どうですか。体によい悪いになってしまうと、どうやって判断するのというふうに

なってしまうので、一概に白黒、よい悪いというふうになかなか割り切れるものではないと

思うのです。よく言われるように、塩だってたくさんとれば体によくないということもある

ので、体にいい悪いというよりは、情報を得て自分はどうするかという話ですよね。これと

これを比べたら自分はどっちを選ぶの。そのために材料としてそういうお話があれば、自分

の体、自分の嗜好も含めて、表示を見たときにどうやってわかるのというのが一番のポイン
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トなのかなと思うので、そんな感じで幾つかのサンプルというか、そういうものを取り上げ

ていただいて、というのでいけそうですか。 

加工食品はここに示されているようにどんな記載があって、ここから説明が広がっていく

という感じなのですが、例えば生鮮については、ここに事例が挙げてある食品表示のところ

で、国内産だったら都道府県名を書かなくてはいけないとか、そういうのを説明しても余り

おもしろくなくて、例えばトマトといったときに、青森県産と何々県産と何々県産がありま

すと。例えば青森県産はかたくて甘いとか、旬は６月だったりとか、要は産地表示があるこ

とに関して、私たちが何々県産というのを見るときに、その生鮮食品の持つ個人情報という

か、青森県産はトマトが甘くてこうだからとか、もし特色があるのであれば、その肉や生鮮

の顔というか、そういうのもちょっとおもしろいかなと思います。 

 あと、加工食品は割り切って表示をされているもの、添加物がどうとか、そこら辺のとこ

ろをもう少し掘り込んでというか、興味を持たれている添加物だとか栄養成分だとかという

お話の切り口というか、そういう商品というかものによって説明する内容というか、品名と

原産地を表示しなくてはいけないんですよというだけではなくて、そんな変えていくと少し

おもしろい、おもしろいという表現がいいのかわかりませんが、それも選択の一つかなと思

います。だから、裏の表示を見て、この内容に何が含まれているから選択するというのもあ

るし、産地表示をするということに関して、その産地の顔を見て選ぶという。 

例えばきょうはシチューにしたいからここのがいいとか、この時期がいいとか、もしそれが

わかればの話ですが、そういう話をしたら面白いのではないでしょうか。 

今は産地偽装というのは少ないですか。要するに福島県産のものを他県に持っていってそ

こから出荷するという。 

今はそういうことはないと思いますけどね。 

当然それは見つかればそれなりの、きちっとした対応はします。それがたくさんあるかと

いうとそんなに、ゼロかと言われるとそうではないと思いますが、私たちが見ている範囲で

は余りないと思います。 

 あとは、食品にもよると思うのです。産地によって値が大きく動く食品というのが中には

あります。単価が高い食品とか、ここの産地だから高く売れるとかというものは、そういう

ふうな懸念があるので、我々もそういうところには少し調査の仕方を普通のところより変え

ていくとか、そういう工夫をしていきたいと思っています。 

 先ほどお話があった例えば生鮮食品、特に野菜などはいろいろな産地で年間を通じて主力

の産地が移っていくことがありますよね。そういうのが一番詳しいのは、例えば市場の卸売

業者さんとか、大手のスーパーのバイヤーさんとかは、すごく詳しくご存じなのかなと思い

ます。あと、ＪＡさんも当然、地元横浜のものは詳しいかと思います。いろいろな切り口が

あるし、今、お話になった野菜なんかは一つ、表示ということについてはおもしろいのかな

と思います。 

基本的に生産履歴というのを提出していただいているので、全員ではないですが、そうい

うところで見える化ではないですが、生産者が一応自分で記帳しているので、農薬を何回か
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けたとか、そういうのも大体わかるようになっています。 

それは例えばスーパーなどの、自然派の野菜売り場ですと例えば散布３回とか書いてあっ

て、ああいうのは私たちにもわかりやすいですが、そうではなくて、御社のホームページで

見えるようになっているとか、そういうことなのですか。 

消費者には直接わからないですが、何か事故があったときにはその履歴を追いかけてとい

う形はとっています。農協単位で管理しているのですが、生産履歴は基本的に出してくださ

いねということで。近い将来は、そういうものを提出していないと出荷できないとか、そう

いう縛りができてきます。 

安心ですよね。 

その辺もやはりきちっとやっておかないと。 

時間的な制約があるので、たくさんの種類の表示について皆さんに情報提供できるかとい

ったらそうでもないので、もうちょっと絞ったほうがいいかなと思います。生鮮野菜につい

てまず壇上に上げるかどうか。 

きょうはこんな感じで食品表示で進めていきますか。こういうイメージというのをきょう

お話しさせていただいているので、例えば横浜市さんのほうでさっきお話をされていた、こ

の方だったらいいんじゃないかという方にお話を持っていったときに、こんなたてつけだっ

たらきょう出たような話が形にできるのではないか、例えばこういうことだったらこんな感

じのお話をというようなことが聞ければありがたいなと思います。 

きょうはどの辺までを決めておいたらいいですか。検討部会はあと１回あるのですか。 

そうですね。もう少し突っ込んだ話を、きょうはどちらかというと方向性とあと、具体的

な人をこれから考えるに当たって、今のざっくりしたイメージをそれぞれの委員の皆さんか

らお聞きできていますので、その辺で調整させていただいて、もう少し形にしたものを次回

お示しして微調整していきたいと思います。大丈夫ですか。 

言い残したことはないですか。これだけは言っておきたいとか、これだけはぜひ網羅して

ほしいというのはありますか。 

シンポジウムが実際に開催されるわけですが、男女、年齢でばらつきというか偏りと言っ

たほうが正しいかもしれませんがあって、前もお話があったように、できるだけ若い方にも

来ていただきたいとかそういうのがあって、すごく頑張っていただいてチラシも4000枚とか

まいていただいたのですが、大きな変化はなかった。 

永遠の課題ですよね。 

実は前回、広告を打ったのですが、それでも難しかったかなと思うので。 

シンポジウムということに興味がないのか、それとも、本当に潜在しているテーマに対し

て掘り起こしができていないのか、どっちかわからなくて、こんなタウンニュースとかもた

くさんやっていただいたりして、申込人数が250人と聞いたときにはすごく効果があったん

だなと思ったのですけど。 

市の広報の中にもうちょっと枠があるといいなというのは毎回思うのですけどね。 

あれは本当に枠が全然、割り当てが、いろいろな事業をやっているので、市の広報は本当
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にもう最後の押さえにしておいて、タウンニュースとかのほうが地域で見ている方が多いか

なと思って、ちょっと区を絞りましたけれども広告を打ちました。 

広告を打たれてチラシも配布されて、それを見て応募される方は。 

タウンニュースは6.2％です。 

その他は何ですか。 

チラシと、その他は多分、ヘルスメイトさんですね。ヘルスメイトさんは最近、周知する

とかなり皆さんお仲間同士で来ていただけたりするので。やはり食事にすごく関心の高い層

なら間違いないので、率先して。 

1600人とか人数も多いですから。最近は研修に結構、力を入れています。各区で毎月１時

間程度ですけどやっていますので、そういう意味で研修となるとみんなこぞって。ただ、全

員普通の主婦ですから。 

私は小学校にボランティアに行っていたことがあって、ああいうところの掲示板に１枚ぺ

らっと張ってもらうとか、そういうのはできないのですか。横浜市立の小学校とか中学校と

か。 

前にアレルギーのときには張っていただきました。 

そうですか。もうされているんですね。 

前回は教育委員会の学校栄養士業務連絡会というところでチラシを300枚ぐらい配ってい

ます。栄養士さん向けにです。掲示依頼も学校に１枚ぐらいだったら多分できるかなと思い

ます。調整すれば何とか。 

そうすると若い方も行くかなとか…。 

それこそ関心を引き出すようなタイトルというか。 

そう。チラシがね。 

それですよね。そこで食品表示がどうかということがどんと出てくるとちょっと、楽しく

自分のためになるというような言葉がけがあるといいですよね。 

 ツイッターもゼロというのは何か理由はあるのでしょうか 

ＳＮＳもそれほど、行政が発信するだけでは限界があると思います。 

年齢層が高いですから。 

でも、10～20代が１人いらしていたんですね。もうちょっとこういう、ツイッターとかフ

ェイスブックとかそういうので若い人に知ってもらって、参加してくださる方が少しずつで

もふえていくといいのかなと。すごくいい取り組みをしていると思うのです。小さいお子さ

んや学齢期の子がいらっしゃるところに、本当にすごくいい情報をたくさん発信しているの

に、なかなかそこにフィットしていかないというのが残念ですよね。市の広報でもう少し、

カラー刷りでぽんと出してもらえるようなあれがあるといいかなと思います。 

広告の打ち方も消費者のターゲットをもう少し絞り込むと、例えば子育て世代向けに離乳

食の表示とか、未就学児がお砂糖をとり過ぎて虫歯にならないためにとか。逆に高齢者だっ

たら、ひとり暮らし高齢者でカルシウムや鉄分をとるにはとか、そういうターゲットを絞る

というやり方もあるかもしれませんが、それで応募が少なかった場合のことも考える必要は
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○事務局 

あると思います。今までは幅広く、誰が聞いても参考になるようなというのでやってきてい

る傾向はあります。 

とりあえず人数を集めましょうみたいなね。その辺でちょっとターゲットを絞って、やは

り広告ですかね。キャッチコピーと。 

離乳食のお母さん世代はとても勉強していると思います。 

関心もあって。ただ、なかなか来てくれない。 

会場まで出てくるという基本的な問題があります。近いところだといいのですが、遠いと

なかなか難しい。 

地元の福祉保健センターだったら来られるかもしれませんが。 

やはり区役所ぐらいまでかなという。 

若い方は恐らくこういうところに来るよりは自分でネットからどんどん情報をとっている

ような気がします。 

離乳食講座なんかも余り多くはないですよね。妊婦さんの教室とかやっても少ないです

ね。 

ただ、ネットで調べると、すごい情報があふれているわけじゃないですか。自分が調べた

ところに特化していってしまうと、ちょっとアンバランスになるかなという。 

だから、そこを選ぶ力をつけるために、こういうのを聞いていただきたいですよね。 

もうちょっとこの辺の情報をきちんと選べるような。 

選べる力をつけるという意味でのね。 

そう。ちょっと怖いところがありますものね。ネットで調べて、あ、こんな話だったの？

というふうになってしまうのはちょっとね。 

それがすごく拡散してしまいますからね。思い込んでしまって。 

では、そろそろまとめに。何か言い残したことはございませんか。これだけはというのは

大丈夫でしょうか。 

一応この回でテーマの漠然とした方向性が出て、例年ですとコーディネーター役とパネリ

ストまでは決めていただいていますので、この部会から出していただければと思います。 

コーディネーターと登壇される方。前回は登壇した方が多くて時間が短かったといった意

見もありましたよね。どうなのですか、４人ぐらいに絞ったほうがいいですか。登壇される

方。まず市の職員の方には出ていただきますよね。 

食品表示ということですので、食品衛生課に表示専門でやっている係長がいますので、一

応その者に登壇させようと思います。 

はい。それと消費者目線ということなので、消費者として登壇していただくという。 

登壇されたことのない方が出られたほうが新しい切り口になるのかなと。 

西村さん、たまには消費者目線ということで登壇していただけませんか。 

お話を聞いていても、どちらかというと私たちはやはり事業者目線でものを見てしまうの

で、ちょっと難しいと思います。 

先ほどお弁当の話が何回か出ていますので、お弁当の製造者サイドはこちらで探してみま
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す。事業者さんですね。表示という視点で市内のお弁当製造業者さんを探してみようかな

と。あとは販売のところがあると、ちょっと登壇者はふえてしまいますが、事業者さんとし

てはいいのかなと。 

西村さん、その立場はいかがですか。 

消費者の方に直接対応していらっしゃるわけではないかもしれないけれども、消費者のい

ろいろな質問とかそういうのを経験されているかなと。 

さっき出たお弁当屋さんって加工という感じですかね。 

そうですね。加工とか製造とかそちらの視点で。 

ということであれば、私というよりは、うちの会社だったり横田さんのところだったり

で、いわゆる生鮮食品を扱っているというか、そういう人に登壇してもらうという形はどう

でしょうか。 

私どもでは、ダイエーさんというよりも農家の方が手づくりで自分のところで加工所を持

ってやっている人が多いんですね。当然、企業に依頼してつくっているところもあるのです

が、全体的な比率からすると個人の農家の方が、例えば漬物ですとか、そういったものを加

工したりしているケースが多いので、そうなってくるとなかなか難しいかなというのが正直

なところです。 

商品はＪＡさんのほうが多分いいと思います。人数的には４人でというのは大丈夫です

か。 

あと、基調講演をしていただく方も入るともう少し人数がふえてしまいますが、それぞれ

切り口はいろいろあったほうがいいと思うので、これくらいの人数は、消費者代表、行政、

あと事業者が販売のところ、今回生鮮ということですから生鮮に少し寄った販売というとこ

ろと、お弁当などの加工とか製造という視点のところで、割とバランスはとれると思います

し、先ほどおっしゃっていたような、１つの食品をぽんと置いたときにいろいろな視点から

表示のことをお話しできるかなと思います。 

では、持ち帰らせていただきます。 

できればここの委員さんでぜひ。 

誰をというのを持ち帰らせていただいて。 

個人的には横浜の農業に興味があって、ＪＡさんがせっかく委員でいらっしゃるので、キ

ャベツとか小松菜とか結構生産量が多いですよね、はま菜ちゃんとか…。横浜ブランドとい

う意味ではどういう取り組みをされているのでしょうか。 

特別なことはしていないのですが、やはり地産地消という部分では安心・安全というか見

える化してやっていかないと、消費者の方が不信になってしまう部分もあると思いますか

ら。その辺は先ほどお話ししたように農薬などもそうですし、どこの農協でもやっていると

思いますが、やはり安心・安全を第一にというのはどうしても。ただ、値段というとどうし

ても量販店にはかなわないところはあると思います。 

フードマイレージでいうと安く買えるはずですが。 

税金も高いですけどね。あと決めることは。 
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時間割は前回と同じような感じですか。 

基調講演で、前回は実は相当部会の中でシンポジウムの時間をということで１時間以上と

ったつもりなのですが、少し延長もしたので１時間以上はとれたと思うのですが、パネルデ

ィスカッションのそれぞれのパートも基調講演に入れて１時間弱におさめた感じなので、か

なりせわしなかったです。それはなるべく、シンポジウムの時間を可能な限りたくさんとい

うご意見のもと、やったのですが、ちょっと無理があったかなというのが正直なところです

ので、基調講演はお一人であれば１時間ぐらいとれば十分かなと思いますので、残りをパネ

ルディスカッションにして、説明もしながらのパネルディスカッションであれば１時間ちょ

っとぐらいですかね。 

質問は、前回は会場から。 

事前にいただいたものと会場からとったものと両方やりました。当然、全部はできなかっ

たので、なるべく時間どおりというご意見も確かに出ていますので、時間はやはり区切った

ほうがいいかなと思っています。 

そうすると、事前に電話で予約された方に質問を、何か知りたいことはあるかというのと

…… 

そうですね、事前に聞いて、あと当日、会場でも手を挙げていただく感じですかね。 

手を挙げていただきますか。 

前回は、昨年は真ん中の休憩時間に集めたのですが。 

ペーパーで。 

はい。結構それも時間がかかってしまうのと、全部それに答えることは無理なので、代表

的な多かったものを中心にということにはなるでしょう。余り広くやるよりは掘り下げるほ

うが多分、お話としてはおもしろくなっていくのかなと思います。 

シンポジウムとかのときに、事前に質問を受けると、ある程度ＱＡというかかたまりがど

うしてもできてくるので、例えばこの質問だったら誰という感じで振り分けて、おおむねの

回答とかある程度ＱＡを作成しておいて、質問を受けた時に、このご質問はこんな感じでと

いうようにコントロールした後に会場からという感じでやると割とスムーズだと思います。 

１人目の人が手を挙げるのは大変だと思いますが、そうしないと会場で集めた質問に対して

的確な回答をするのはなかなか難しいですし、パネリストの方たちの意見交換みたいな形に

なって時間が長くなってしまうので、できるだけ来られた方とコミュニケーションをとれる

ようなパターンとしたらそういう方法もありかなと思います。 

会場で手を挙げていただくと、ご自分の意見をおっしゃる方が結構いらっしゃって質問ま

でなかなかたどり着かなくて。そうすると、人数はかなり制限をされてしまうので、そこの

ところがちょっと難しいところではあります。 

事前に質問は、先ほど西村委員がおっしゃったように、ある程度取りまとめて、回答する

ほうも、複数の視点から回答ができるようなものであれば複数の視点から回答して、この立

場からだとこういう回答だけど行政からだとこういう回答だとか、それぞれ視点が違った回

答もありなのかなと。なるべく内容が深まればそれはそれで会場の理解も深まると思います
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ので、そういうものを例えば３～４問用意しておいて、その後ということであれば、逆に言

うと大体その場で出たことは質問として出にくいのでそれ以外になるとか、あとはその流れ

に沿った質問になっていくとかあるかと思いますので、運営としてはやりやすいのかなと思

います。 

あとは何かありますか。 

コーディネーターと消費者と、生鮮品を扱うのがＪＡさんかダイエーさんかというところ

ですね。その３つですね。 

生鮮のところは個別に調整させていただいていいですか。 

では、連絡をしていただいて。 

持ち帰って生鮮担当にどんな感じか感触を見て相談させていただいてよろしいですか。 

はい。では、どちらかでということで。ありがとうございます。 

ほかに何か。 

コーディネーターは決められないですか。 

ぜひきょう決めていただけると。 

どうしてもきょう決めないとだめなのですか。 

次回のリスコミ部会が６月で、そこでほぼ確定させるような形ですが、本番は11月なの

で、６月でということでも大丈夫です。 

決めるのは、コーディネーター、消費者、事業者ですかね。事業者は、ご推薦いただけれ

ば、例えば会社の中の別の方でも全然問題ないと思います。コーディネーターと消費者は、

この部会の中からのほうがよろしいかと思います。 

例年ですとここで決めて３月の本会議のときに、第２回のリスコミ部会の報告をするので

すが、役割分担は調整中ですという形にしますか。 

ちょっと持ち帰らせていただいていいですか。聞いてみます。 

３名の方、よろしくお願いします。 

会場はいかがいたしましょうか。社福センターと開港記念会館と。 

どうですか。食品表示という話になってたくさんの人に来てもらえそうですか。開港記念

会館でもいいですけど、ちょっと使いにくいかなと。 

古い歴史的な建物で、２階から見おろすような感じなんですね。２階席をあけなければ社

会福祉センターのほうが大きいかなという感じがします。 

壇がすごく高いですよね。 

入るのに階段を上らなければいけない。結構あの階段が急なのですよね。狭くて。 

高齢者が多いとちょっと。 

そうですね。そうすると、社会福祉センターのほうがバリアフリーで。では、社会福祉セ

ンターでよろしいですか。 

はい。お願いします。あとは大丈夫ですか。では、その辺は、本会議のときには調整中で

すという言葉で、大体の内容は決まりましたので。 

では、第３回の本会議なのですが、３月23日15時からで既に通知はさせていただいている
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のですが、実は昨今の新型コロナの関係で今、市のイベント等はかなり中止もしくは延期の

措置をとり始めておりまして、それに合わせてこういったオフィシャルな会合も徐々に見直

しの動きが出ています。それで、当然、部会長の中村先生と最終的にはご相談ということに

なりますが、きょうも国のほうから基本方針がつい先ほど出ていますので、それを踏まえて

考えたいと思います。いずれにしろ済みません、まだ流動的なので、ご連絡は差し上げます

が、場合によると開催自体が状況からできなくなるということだけご承知おきいただければ

と思います。 

では、以上できょうは全て。一応調整中ということで。 

また個別に調整させていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。本日はお疲れさまでした。 
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